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要約：静岡県富士宮市麓の針葉樹植林地において，ノネズミ類の捕獲率に林内微気候が及ぼす影響を調べる
ために 232 台のワナを設置し，2007 年 5-11 月の 42 夜に 1 夜につき 4 回の見回り調査を行った。ヒメネズ










































は樹高約 20 m のスギ Cryptomeria japonica が優占し，一
部にヒノキ Chamaecyparis obtusa が混じる。針葉樹植林
地の約半分にはコクサギ Orixa japonica，アブラチャン Para-
benzoin praecox，サンショウ Zanthoxylum piperitum など
からなる樹高約 0.5-2 m の低木層がある。下草としてはク
マザサ Sasa veitchii やシダ植物がまだら状に生えていた。






10 m 間隔で計 232 個のシャーマントラップを設置した。
餌としてオートミールを使用した。調査期間は 2007 年












14 回，計 42 日行った。調査期間中は，日没時刻を基準に，






argenteus では立石6）に従って雄 14 g 以上，雌 12 g 以上を
成獣とみなした。アカネズミ A. speciosus では村上7）に従
























ネズミ 66 回，ヒミズ Urotrichus talpoides10 回およびハタ
ネズミ Microtus montebelli1 回であった。識別された個体
数はそれぞれの種で 64 頭，19 頭，10 頭および 1 頭であっ
た。捕獲頭数が最も多かったヒメネズミにおける見回り回
毎の捕獲率をみると，5 月中旬から下旬にかけて増加して，
6 月上旬の調査で 5.1 % に達した（図 1）。その後は漸減し
て 9 月下旬にはほとんど捕獲されなくなり，10 月下旬の










ミでは 8 月下旬に成獣個体数を上回り，アカネズミでは 11
月の捕獲は未成熟個体のみであった（図 3，4）。なお，調査
地では 7 月から 9 月にかけてマダラカマドウマ Diestram-
図 1　ヒメネズミ捕獲率（各調査期間における延べ捕獲回数 /
延べ見回りワナ数）（2007 年 5-11 月に延べ 699 回捕獲）
図 2　アカネズミの捕獲率（延べ 66 回捕獲）
図 3　ヒメネズミ成獣と未成熟個体の捕獲率（成獣延べ 537 回，
未成熟個体延べ 162 回）











6，7，9 月に多く，これら 3 ヵ月だけを見ると，見回り回
の 61 % 以上で弱い雨以上の降雨があった。どしゃ降りの
強い雨（20.5 mm/h 以上）は 3 夜記録された。最大降水量















　降雨のあった 45 回の見回りのうち 31 回（68.9 %）では，
やや強い雨の場合も含めて，少なくとも 1 頭のネズミが捕
獲された。しかし降水量が 20 mm/h を越えた上位 3 回の
見回りにおいては，ネズミは捕獲されなかった（図 5）。
これに対し，降雨のなかった 123 回の見回りのうち，少な




前半 2 回の見回り時（降水量は 12.0-17.5 mm/h）にはヒ



































　調査地における期間中の夜間平均気温（1 夜 4 回の見回
り時における測定気温の平均値）は 4.5-20.1℃，最高気温






て 68-99 % の範囲にあり，雨天の夜は季節を問わず 98-
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around dawn became  low. Ambient temperature and humidity were not  influential  factors  for capture 
rates. Population fluctuation caused by breeding was the major factor that affected capture rates.
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